
学
会
の
動
き

JSCE Update

　

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（A

sian

CivilEngineering
Coordinating

Council

：

A
C
E
C
C
）
の
21
番
目
の
技
術
委
員
会
で

あ
る
T
C
21
は
、2
0
1
6
年
の
キ
ッ
ク
オ

フ
以
降
、
分
野
・
部
門
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ

（T
ransdisciplinary

A
pproach

：
T
D
A
）に

よ
る
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、政

策
決
定
者
と
の
面
談
、調
査
・
分
析
を
実
施
す
る

な
ど
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、T
C
21

は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
出
版
や
論
文
発

表
を
通
じ
て
T
D
A
の
考
え
方
の
普
及
、
実
践

を
進
め
て
き
た
。
こ
の
度
、2
0
2
0
年
10
月
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
土
木
学
会（Philippine

Institute

ofCivilEngineers

：
P
I
C
E
）が
主
催
し
た

A
C
E
C
C
の
第
39
回
理
事
会
と
並
行
し
て
行

わ
れ
る
行
事
と
し
て
、「
C
O
V
I
D-

19
下
に
お

け
る
分
野
・
部
門
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ（
T
D
A
）

に
よ
る
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、P
I
C
E
の
主
催
に
よ
り
T
C
21
の
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
を
開
催
し
た
の
で
報
告
す
る
。

C
O
V
I
D-
19
下
の
災
害
対
策

　

球
磨
川
沿
川
な
ど
で
大
き
な
被
害
を
出
し
た

令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
際
に
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス（
C
O
V
I
D-

19
）の
影
響
に
よ
り
、避

難
活
動
に
も
大
き
な
影
響
が
出
た
。C
O
V
I

D-

19
の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
が
要
求
さ
れ
る
な
か
で
の
防
災
・
減
災

対
策
は
、世
界
各
地
で
も
課
題
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
世
界
的
な
情
報
共
有
は
限
定
的
で
あ
る
。

こ
の
情
報
共
有
促
進
を
目
的
と
し
て
、本
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。表
1
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
す
。

土
木
技
術
者
の
責
務
と
T
D
A

　

P
I
C
E
のSuero

会
長
か
ら
は
、C
O
V
I

D-

19
下
に
お
い
て
も
、ポ
ス
ト
C
O
V
I
D-

19

に
お
い
て
も
、
土
木
技
術
者
の
災
害
に
強
い
社

会
づ
く
り
に
向
け
た
責
務
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
、

こ
の
た
め
に
、T
C
21
に
よ
っ
て
事
例
研
究
や
、

T
D
A
の
考
え
方
の
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
、T
D
A
に
よ
る
科
学
的
知
見

に
基
づ
く
意
思
決
定
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

の
開
会
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、T
C
21
のM

om
o

共
同
議
長（
フ
ィ

リ
ピ
ン
国
下
院
議
員
：
写
真
1
）
が
基
調
講
演
を

行
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
C
O
V
I
D-

19
が

市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
、同
国
の
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備
計

画「
ビ
ル
ド
・
ビ
ル
ド
・
ビ
ル
ド
」
の
下
、
建
設

産
業
は
同
国
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た

が
、C
O
V
I
D-

19
の
負
の
影
響
軽
減
の
た
め

の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

た
。
ま
た
、
政
府
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
企
業
、

ア
カ
デ
ミ
ア
、
市
民
、N
G
O
の
協
働
に
よ
る

T
D
A
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
T
D
A

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
デ
ィ
リ
マ
ン
校
のA

quino

氏（
写
真
2
）は
、「
C
O
V
I
D-

19
下
の
T
D
A

に
よ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
計
画
」
を
テ
ー
マ

に
、コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
移
動
制
限
の
な
か
実

施
さ
れ
て
い
る
、マ
ニ
ラ
首
都
圏
に
お
け
る
災
害

リ
ス
ク
お
よ
び
構
造
物
の
地
震
に
対
す
る
脆
弱

性
調
査
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
密

を
避
け
る
た
め
に
ウ
ェ
ブ
情
報
や
航
空
写
真
、オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
活

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。一
方
、
情

報
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に
は
地
元
住
民
に

よ
る
検
証
が
重
要
で
あ
る
が
、対
面
以
外
の
方
法

A
C
E
C
C
T
C
21
の
取
り
組
み

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
C
O
V
I
D-

19
下
に
お
け
る
分
野
・
部
門
横
断
的

ア
プ
ロ
ー
チ
（
T
D
A
）
に
よ
る
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
」
開
催

委
員
会
報
告

A
C
E
C
C
T
C
21
国
内
支
援
委
員
会
幹
事

勝
濵
良
博
（
正
会
員
　
日
本
工
営
（
株
）
D
X
推
進
室
）

時間 内容 スピーカー
21:00 - 21:05 開会挨拶 Dr. Erdsan Rene S. Suero, PICE National President
21:05 - 21:10 基調講演 Hon. Congressman Romeo S. Momo (TC21 Co-

chair)
21:15 - 21:30 Transdisciplinary Approach to Resilience Planning 

Amid the Covid-19 Pandemic
Dr. Diocel Harold Aquino, Assistant Professor, 
Institute of Civil Engineering, University of the 
Philippines, Diliman, Quezon City, Philippines

21:30 - 21:45 Enhancing Preparedness of Local Governments by 
Using "a Collection of Critical Situations during 
Flood Emergency Response under COVID-19"

（水害対応ヒヤリ・ハット事例集を活用した地方自
治体の災害対応力の向上）

Dr. Miho Ohara, Senior Researcher, International 
Centre for Water Hazard and Risk Management 
(ICHARM), Adjunct Associate Professor, National 
Graduate Institute of Policy Studies (GRIPS)

21:45 - 21:55 質疑応答
21:55 - 22:00 閉会挨拶 Dr. Mikio Ishiwatari, University of Tokyo/JICA (TC21 

Co-chair)

表1　ウェビナーのプログラム

注： 時間は当初の予定であり、日本時間表記（実際には20分程度開催時間が長引いた）。
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で
は
正
確
な
意
図
が
伝
わ
り
に
く
い
た
め
、こ
れ

を
解
決
す
る
た
め
に
土
木
技
術
者
と
社
会
科
学

者
が
分
野
を
越
え
て
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、住

民
の
真
意
を
引
き
出
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
と
教
訓

　

続
い
て
、I
C
H
A
R
M（
水
災
害
・
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
国
際
セ
ン
タ
ー
）
の
大
原
氏
（
写

真
3
）
は
、「
水
害
対
応
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例

集
を
活
用
し
た
地
方
自
治
体
の
災
害
対
応
力
の

向
上
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
同
事
例
集
は
、
地

方
自
治
体
の
防
災
担
当
部
署
の
災
害
対
応
力
の

向
上
を
目
指
し
て
I
C
A
H
R
M
が
公
開
し

た
も
の
で
あ
る
。
自
治
体
職
員
が「
困
る
・
焦

る
・
戸
惑
う
・
迷
う
・
悩
む
」
な
ど
の
状
況
に

陥
る
事
例
を「
水
害
対
応
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事

例
」
と
定
義
し
て
、こ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓

を
事
例
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

C
O
V
I
D-

19
流
行
下
に
お
け
る
対
応
を
示
す

別
冊
も
公
開
さ
れ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
ま

た
、
本
取
り
組
み
が
研
究
機
関
と
自
治
体
の
協

力
、安
全
工
学
と
防
災
の
知
見
の
融
合
と
い
っ
た

分
野
、部
門
横
断
に
よ
る
成
果
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
た
。

A
C
E
C
C
T
C
21
の
役
割

　

質
疑
応
答
で
は
、日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
共
有

で
き
る
も
の
は
何
か
と
の
参
加
者
の
質
問
に
対

し
て
、Aquino

氏
と
大
原
氏
は
と
も
に
、
両
国

は
地
震
や
風
水
害
な
ど
自
然
災
害
が
多
い
点
が

共
通
し
て
お
り
、事
例
と
教
訓
の
共
有
に
よ
っ
て

災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
と
回

答
し
た
。

　

本
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
閉
会
挨
拶
と
し
て
、T
C
21

の
石
渡
共
同
議
長
（
写
真
4
）は
、科
学
的
知
見
に

基
づ
く
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
と
、各
国
が
互

い
に
教
訓
を
学
び
あ
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、今

後
も
各
国
の
事
例
を
調
査
、分
析
し
て
、共
有
す

る
こ
と
が
T
C
21
の
役
割
で
あ
る
と
述
べ
た
。ま

た
、T
C
21
の
活
動
に
対
す
る
変
わ
ら
な
い
支
援

を
要
請
す
る
と
と
も
に
、P
I
C
E
を
始
め
と

す
る
本
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
関
係
者
と
参
加
者
に
対

す
る
謝
辞
で
閉
会
し
た
。

お
わ
り
に

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、当
初
予
定

し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
現
地
調
査
が

中
止
さ
れ
る
な
ど
、T
C
21
の
活
動
も
大
き
な
制

限
を
受
け
た
。
今
回
は
、コ
ロ
ナ
の
影
響
下
に
お

い
て
も
、ウ
ェ
ビ
ナ
ー
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

利
用
に
よ
り
、通
常
で
は
こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
参
加
が
難
し
い
人
や
、
地
域
か
ら
の
参
加

が
可
能
に
な
り
、T
C
21
が
進
め
る
T
D
A
の

考
え
方
の
普
及
や
、ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
状
況
に

お
け
る
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
と
い
う
新
し

い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

今
回
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
、P
I
C
E
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、登
壇
者
、J
S
C
E
の
関
係

者
の
皆
様
の
多
大
な
協
力
に
よ
り
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、T
C
21
は
公
益
信
託
土
木

学
会
学
術
交
流
基
金
や
公
益
増
進
事
業
の
助
成

も
得
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。関
係
諸
氏
の
多
大

な
支
援
、ご
指
導
に
謝
意
を
表
す
。

　

な
お
、T
C
21
活
動
の
成
果
品
を
含

む
各
種
情
報
は
、
以
下
の
A
C
E
C
C

T
C
21
お
よ
び
A
C
E
C
C
T
C
21
国

内
支
援
委
員
会
サ
イ
ト
に
公
開
し
て
い

る
。

A
C
E
C
C
T
C
21
サ
イ
ト（
英
文
）：

http://w
w
w
.acecc-w

orld.org/T
C21/

A
C
E
C
C
T
C
21
国
内
支
援
委
員
会

サ
イ
ト（
和
文
）：http://com

m
ittees.

jsce.or.jp/acecc02/

写真1　�TC21のMomo共同議長（フィリピン国下院議員）
による基調講演

写真4　�TC21の石渡共同議長による閉会挨拶

写真3　ICHARM大原氏によるヒヤリ・ハット事例集の紹介

写真2　�定員の関係でZoomでは参加できない人向けに
Facebookでもライブ配信した（写真は講演者の
Dr.�Diocel�Harold�Aquino）
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